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振動子強度とも大きい o (2)シス体(型)に共役の低下が見られる場合は、 トランス体(型)のほうが励起
エネルギーは小さくなるが、振動子強度はこの場合でも(1)と同様で、ある。さらに、これらすべての異







pecificity を合理的に説明しうることを示した。次に励起 3 重項状態における反応例として、メチレ
ンおよび各種の原子のオレフィンへの付加反応を考察し、立体特異的付加は電荷移動配置(スピン非
局在化)の寄与が大きい場合に可能であることを理論的に証明した。またオレフィン類の熱的 (2+ 
2 )付加反応を考察し、電荷移動配置の寄与が大きい場合には立体特異的付加が可能であることを示
した。
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論文の審査結果の要旨
本論文は、極性置換オレフィンの電子スペクトルに対する幾何異性効果を系統的に研究した第 1 部
と、オレフィンー励起分子間の立体特異反応を理論的に考察した第 2 部とから成っている。
第 1 部では、オレフィン幾何異性体の電子スペクトルを測定し、異性体間でのスベクトルの差異に
ついての一般的結論を得、これを分子内相互作用の観点から理論的に考察することにより、合理的か
っ近似不変的に解明している。第 2 部で、は、基底分子と励起分子との聞の相互作用を定量的に評価す
る一般理論を展開し、これをオレブイン類の光反応に応用して、本理論が反応の立体化学径路などの
広範な問題の解決のため有効であることを示している。これによって立体特異反応を支配する因子の
由来が明確にされている。これらは、オレフィンの化学の本質的理解を飛躍的に増進させた基礎研究
成果として高い価値をもち、この方面の研究に対する有意義な貢献であると考えられる。
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